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#13-12
【３月１６日～３月２２日】

〔モルドバの報道をもとに作成〕

平成２５年３月２６日

在ウクライナ大使館

１．内政

▼フィラト内閣の総辞職後の動き

・１８日以降、自由民主党、民主党及び自由党は、新しい与

党連合の結成に向けた協議を継続。２２日、フス自由党議員

は、同日の会合後、連合結成に関する新合意文書はほぼ完

成したとし３月末に署名される可能性がある旨言及。

・２０日、ティモフティ大統領は、自由民主党、自由党及び民

主党会派と個別に首相指名及び新政府の形成に関する協

議を実施し、３党による「欧州統合のための同盟」（ＡＥＩ）の

継続を期待する旨、また、繰上げ総選挙には反対である旨

表明。各党代表者は、各党は欧州統合路線に変化はないと

し与党連合形成のための新合意に関し交渉中である旨発言。

同協議において自由民主党は首相候補としてフィラト党首

を推薦するとした一方、自由党は同再任に反対の意向を表

明。同日、ルプ民主党党首は、首相候補の前に個別の課題

を解決する必要がある旨発言。

・２０日、議会は、ルプ議会議長（民主党党首）の解任に関す

る共産党発案の法案審議を却下。

・２２日、ティモフティ大統領は、無所属のドドン議員及びミシ

ン議員等と会談し、首相候補に関し協議。会談後、ドドン議

員はフィラト首相の再任の不支持を、一方、ミシン議員は支

持を表明。同日、ティモフティ大統領は、４月１日までに首相

候補が決定される可能性に期待する旨発言。

２．経済

▼マクロ経済

・１９日、国家統計局は、２０１２年ＧＤＰが対前年比０．８％減

の８７８億レイで、特に第４四半期が対前年同期比２．５％減

であった旨発表。部門別では、農業及び漁業の落ち込みが

対前年比２３．３％減であり、製造業部門においても同１０．

０％以上減少した一方、サービス部門においては同３．０％

増加。

・２０日、ゴレロバ・モルドバ戦略研究センター副所長（経済

専門家）は、現在のモルドバの政治危機は経済状況には深

刻な影響は与えないであろうが、同時に経済が改善するこ

ともないであろう、昨年モルドバは政治的な危機に直面しな

かったが経済成長はなく、経済政策においても目立った成

果はなく、経済情勢の改善に向け政府は積極的な役割を担

わなかった旨発言。同氏は、また、本年、昨年と同様、予算

歳入不足及び予算の補正を余儀なくされるであろう、最善の

場合を考えても２０１３年のＧＤＰ成長率は３％にとどまるで

あろう旨発言。

３．外政

・１８日、フィラト首相代行は、シューベル駐モルドバＥＵ代

表部大使とモルドバの欧州統合プロセス及びその展望に関

し協議。シューベル大使は、１４，１５両日の連合協定交渉の

結果を評価した一方、東方パートナーシップ首脳会合にお

ける協定仮署名の可能性に現時点で言及するのは難しい

旨発言。

・１８日、レアンカ副首相兼外務・欧州統合相代行は、ロパト

カ・オーストリア欧州・国際問題担当相と会談し、モルドバの

欧州統合及び両国関係に関し意見交換。同日、両者は、駐

モルドバ・オーストリア大使館の開館式典に出席。

・２０日、ティモフティ大統領は、協定本文の翻訳等の技術的

問題により今秋の連合協定の署名は行われないであろう旨

発言。同日、フィラト首相代行は、秋の署名が最終目標では

ないとし段階的に前進する必要性を強調し、また、ＥＵとの

ＤＣＦＴＡに関しても今夏の交渉終了を目指す旨発言。

・２０日、欧州委員会は、２０１２年欧州近隣政策に関する年次

報告を発表し、ＥＵ・モルドバ間の政治対話は深化し連合協

定交渉においては進展が顕著な進展があったものの、汚職

との闘い等の分野における改革の継続が必要である旨等指

摘。

・２１日、フィラト首相代行、カルポフ国家再統合問題担当副

首相代行及びルプ議会議長は、来訪したヴオリマキＥＵ理

事会東欧・中央アジア・ワーキンググループ議長とそれぞれ

会談し、モルドバの内政状況、ＥＵ統合に向けた改革の実

施状況及び沿ドニエストル問題等に関し協議。

４．沿ドニエストル

・１９日、ティモフティ大統領は、沿ドニエストル紛争の解決

のためにモルドバはロシアと直接対話を実施する必要性が

ある旨発言。

・１９日、デシツァＯＳＣＥ議長国特別代表は、モスクワにお

いてカラーシン露外務次官と会談し、沿ドニエストル問題の

現状及び次回「５＋２」者交渉の準備状況等に関し協議。２１

日、ブラーシュ駐モルドバＯＳＣＥ大使は、ティラスポリにお

いてシェフチューク「大統領」及びシュタンスキ「外相」と会談

し、教育、移動の自由、安全地帯等の問題に関し協議。

・２１日、フィーレ欧州委員は、沿ドニエストル問題が解決す

れば、ＥＵとモルドバの査証免除化が実現するであろう旨発

言。

・２２日、グバレフ沿ドニエストル問題担当ロシア大使は、ロ

シアは沿ドニエストル問題の早期解決に期待していない旨

発言。
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※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。

（了）


